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Ⅲ 国語「豊かな言葉の使い手になろう」（３組） 

１ 学習の概要 

   「話す・聞く力」は良好な人間関係を円滑に築くため，仕事などで役割を果たすためな

ど，私たちが生活していくうえで欠かせない重要な能力の一つです。しかし、子どもたち

にとって「話す・聞く力」とは発表，スピーチなどのためとしか認識されていないことが

多いのです。そこで，日常的なスピーチ活動や授業，他の学校生活において，日常生活に

生かしていけるような「話す・聞く力」を高めていくことができる手立てを講じていくこ

とにしました。 

２ ねらい 

  ｏ「話す・聞く力」の重要性を知り，より高めていこうとすることができる。 

  ｏ日常生活に生かせるような「話す・聞く」技術や態度を身につけることができる。 

３ 取り組み 

(1)  「話す・聞く力」とは何かを考える。 

   まず，「話す・聞く力」は発表をしたり聞いたりするためだけでなく，生活していくう

えで欠かせない能力であることを意識することから始めました。発表をゴールにしてし

まうと，そこから先の本当に必要な実践的な力が身につきません。また，誰に伝えるか

という目的意識を明確にすることで意欲的に話そう，伝えようという気持ちをより高め

られるようにしました。 

(2) スピーチ活動 

次に，力をつけるためには毎日少しずつの積み重ねが必要と考えました。そこで日直

が行うスピーチ活動を柱に据え，段階的にレベルアップが図れるようにしました。また，

国語の各単元，他教科や学校生活のあらゆる場面において「話す・聞く力」を意識して

いきました。 

「スピーチメモ（原稿）」を活用し，話す

ことをまとめ，１分から２分程度のスピー

チを行いました。この使い方に関しては二

つの方法からやりやすい方を選ぶようにし

ました。一つはスピーチの設計図のように，

箇条書きや矢印などを使い，文字通りメモ

として使うやり方。もう一つは原稿として，

話すままを書いていくやり方です。話すこ

とが得意な児童にはメモとして使うやり方

を推奨しました。この用紙は「はじめ」「な

か１・なか２」「おわり」の三区分とし，わかりやすく伝えるための基本的な構成が身に

つけられるようになっています。また，「まず」などの「はじめる言葉」、「つぎに」など

の「つなげる言葉」、「最後に」などの「まとめる言葉」を意識して使えるようにいくつ

か例示してあります。テーマは日直が一巡するたびに設定しました。季節や行事に合っ

たテーマを子どもたちの意見も取り入れながら決めました。最初は基本的な話す・聞く

ルールを覚えました。まず，原稿を見ずに話すということ。「読む」ではなく「話す」だ

からです。このことに関しては多くの子どもが初めからできていました。次に声の大き

さ，話す速さ，姿勢，目線，表情，間のとり方などの基本的なことを確認しました。聞

「スピーチメモ」（メモとして使用） 
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くときには手をももに乗せ，相手の目を見たり，時にはうなづいたりして聞くことなど

です。スピーチ後すぐに話し方や内容などについて担任が寸

評します。２学期には話に出てくる具体物を実際に見せるこ

とや問いかけや呼びかけを入れること。「冬―皆さんはなに

を思い浮かべますか。」などのように事柄の提示をしたり，

倒置法を使ったりと，少

しずつ技術を身につけ

ていきました。同時に子

ども間で内容について

の質問，回答を行ったり，

寸評しあったりとお互いによりよいスピーチとなる

ように務めることができました。 

「聞き取りメモ」もより実践的な「聞く力」を身に

つけられるように，いろいろな聞き方に挑戦しました。

まずはスピーチの内容を聞きながらメモする方法。次

に話し方の技術面を批評的に記録する方法。そして、

聞き終わった後にどちらかの観点についてメモをする

方法。最後にそれらを複合的に行う聞き方というように、聞き方、メモの取り方にバリエー

ションをもたせ、飽きないよう、多角的に力が身につくよう配慮しました。 

(3)  国語「敬語」 

   敬語カードを各自で１枚ずつ持ち，一人が表面に書いてある質問をし，もう一人がそ

こにある設定に応じた敬語を使うという活動を行いました。裏面には正しい敬語が記さ

れており，その都度正しい敬語が使えたかを確認します。実際に会話として使ってみる

ことで，楽しみながら実践的に学ぶことができました。 

(4) 国語「豊かな言葉の使い手になるためには」 

   ①半田市立図書館司書によるブックトーク 

    単元の最初に１時間のブックトークを行いました。アナウンサーや漫才師など，様々

な職種の言葉の使い手について知りました。 

  ②討論会 

    各自で「豊かな言葉の使い手になるために」をテーマに調べ学習をし，グループ討 

論を行いました。その様子はビデオ撮影し，普段は見られない，話しているときの自

分の表情や目線，話し方などについて振り返りをさせました。また，聞き手は討論の

仕方などについてメモをとり，討論後に発表しました。話す側，聞く側両方が「話す・

聞く力」をより高めていけました。 

(5) 国語「大造じいさんとガン」 

   朗読の様子をＩＣレコーダーで記録し，すぐに聞き直しました。そうすることで自分

の話し方を客観的にとらえることができ，その後の読みに良い変化を与えました。 

４ 成果と課題 

    毎日行えるスピーチ活動を軸とすることで必然的に継続的な学習となり，また，能力の 

向上を実感できるものとなりました。今後もこれらの活動を通して自信をもった子どもた

ちが，実際の生活の中でこそ，その力が発揮できるような指導，手立てを実践していきた

いと思います。 

「聞き取りメモ」（一部） 

「スピーチの様子」 


